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いろいろな世代の
人たちと触れ合えるのも

うれしいわ

市民主体の生涯学習を推進する、（仮称）おだわら生涯学習大学の開設に 
向け、多くのかたとともに、検討を重ねてきました。このたび、その名称が 

「キャンパスおだわら」に決定 ! これからの生涯学習がどのように変わる
のか、新しくスタートする事業の内容をお知らせします。

問  生涯学習課  ☎33-1871

　
こ
れ
ま
で
市
内
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

涯
学
習
の
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
で
は「
お
だ
わ
ら
シ
ル
バ
ー
大
学
」
や

「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座
」の
ほ
か
、

各
課
主
催
の
講
座
も
あ
り
、民
間
で
は「
き

ら
め
き
☆
お
だ
わ
ら
塾
」を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
が
主
催
す
る
講
座
、
さ
ら

に
は
、
市
内
の
大
学
に
よ
る
市
民
公
開
講

座
な
ど
、
官
・
民
・
学
が
そ
れ
ぞ
れ
に
企

画
し
、
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
一
つ
に
ま
と
め
て
、
誰
も
が
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
何
で
も
学
べ
る

場
が
「
キ
ャ
ン
パ
ス
お
だ
わ
ら
」
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
講
座
が
な
く
な
る
の
で
は
な

く
、良
い
点
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
誰
も

が
気
軽
に
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
機
会
や
、

利
用
者
に
分
か
り
や
す
い
仕
組
み
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。

　
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
も
活

発
に
な
っ
て
い
る
昨
今
、
市
民
と
の
協
働
、

さ
ら
に
は
市
民
主
体
の
生
涯
学
習
事
業
の

展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
の

力
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

「
キ
ャ
ン
パ
ス
お
だ
わ
ら
」
は
、
市
民
を

主
体
と
し
た
「
新
し
い
公
共
」の
創
設
の

も
と
に
、
市
民
に
身
近
な
生
涯
学
習
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

「キャンパスおだわら」スタート!
市民の力でつくる生涯学習のまち

託児ボランティアさんも
いるので、子育てしながらでも

安心して受講できるのね

私たちが企画した
講座が認定されたわ

休日や夜間にも
講座があるな

次はどのジャンルの
講座を受けようかな

「
キ
ャ
ン
パ
ス
お
だ
わ
ら
」と
は

年をとってからでも
学べるものがたくさん

お父さん
歴史の講座を

一緒に受けようよ

8
月
下
旬
～
2
月
下
旬
開
催（
連
続
講
座
）

● 

文
学
講
座  

文
学
ナ
ビ「
白
秋
と
小
田
原
」

　

小
田
原
ゆ
か
り
の
文
学
者
・
北
原
白
秋
の

生
涯
を
知
り
、
小
田
原
時
代
の
作
品
を
鑑
賞

し
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は「
白
秋
ナ

ビ
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
作
成
し
ま
す
。

● 

ま
ち
づ
く
り
講
座

「
小
田
原
ブ
ラ
ン
ド 

食
育
編
」

　
「
小
田
原
市
食
育
推
進
計
画
」を
地
域
活
動

に
生
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
理
論
や

実
習
を
通
じ
て
基
礎
知
識
を
学
び
、
豊
か
な

小
田
原
の
食
材
を
使
い
、
非
常
時
に
生
か
せ

る
「
サ
バ
イ
バ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ
」
な
ど
を
習

得
し
、「
レ
シ
ピ
本
」
の
作
成
も
し
ま
す
。

● 

歴
史
・
文
化
講
座

「
小
田
原
の
文
化
財
を
知
ろ
う
」

　

国
・
県
・
市
指
定
の
文
化
財
を
、よ
り
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、講
義
や
実
習
を
通

じ
て
、
学
芸
員
や
文
化
財
保
護
委
員
な
ど
か

ら
学
び
ま
す
。
ま
た
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中

心
に
、
文
化
財
を
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
講
座
企
画
を
行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

● 

二
宮
尊
徳
に
学
ぶ
生
き
る
知
恵「
報
徳
塾
」

　

尊
徳
が
成
し
遂
げ
た
仕
事
や
功
績
、
考
え

方
な
ど
を
初
歩
か
ら
学
び
、
日
常
生
活
に
生

か
す
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
尊
徳
の
生
涯

と
教
え
を
講
義
形
式
で
学
び
、
尊
徳
に
関
係

す
る
史
跡
の
見
学
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ

り
、
学
習
を
深
め
ま
す
。

「
キ
ャ
ン
パ
ス
お
だ
わ
ら
」

講
座
情
報

開
設
時
に
予
定
さ
れ
て
い
る
講
座
で
す
。

今
後
さ
ら
に
増
え
て
い
き
ま
す
。
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い
ろ
い
ろ
な
人
や
知
識
が
混
ざ
り
合

う
可
能
性
を
秘
め
た
「
キ
ャ
ン
パ
ス
お

だ
わ
ら
」に
は
、
さ
ら
に
突
き
詰
め
て

勉
強
し
よ
う
と
い
う
仲
間
が
集
ま
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
学
び
が
き
っ
か
け
で
他
の

分
野
に
造
詣
が
深
い
か
た
と
交
流
す

る
機
会
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
今
ま
で
に
な
い
講
座

が
で
き
る
な
ど
、
何
か
新
し
い
も
の
が

生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

インタビュー
『市民の力でつくる学びの場 』。
キャンパスおだわら開設準備会メンバーの
期待と思いを紹介します。

高塩英芳さん
（名称募集部会 ）

舟山 讓
ゆずる

さん
（ボランティア連携拡大部会 ）

太田あかねさん
（開設イベント部会 ）

　

市
の
学
習
講
座
が
再
編
さ
れ
る
と
聞

き
、
シ
ル
バ
ー
大
学
卒
業
生
と
し
て
今

後
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
気
に
な
り
、

1
月
の
開
設
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
ま

し
た
。「
キ
ャ
ン
パ
ス
お
だ
わ
ら
」で
は
、

既
存
の
講
座
の
ほ
か
、
休
日
・
夜
間
に

も
開
講
す
る
講
座
が
あ
り
、
老
若
男
女

誰
で
も
受
講
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
若

い
人
た
ち
の
参
加
で
、
世
代
間
交
流
と

文
化
の
伝
承
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
「
キ
ャ
ン
パ
ス
お
だ
わ
ら
」は
、
誰
も

が
参
加
で
き
る
学
び
の
場
で
あ
り
、
ま

た
、
そ
こ
で
の
人
や
情
報
の
交
流
で
、

ま
ち
を
元
気
に
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

小
田
原
は
自
然
、
歴
史
、
伝
統
な
ど
、

と
て
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。「
社
会
で

人
を
育
て
る
」た
め
の
拠
点
と
し
て
、

キ
ャ
ン
パ
ス
お
だ
わ
ら
が「
智
の
創
造

と
発
信
」
が
で
き
る
場
所
に
な
れ
ば
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
お
母
さ
ん
が
作
っ
て
い
る
の
は
、

 

小
田
原
の
学
校
な
ん
だ
ね
」っ
て

息
子
が
言
う
ん
で
す

経
験
を
生
か
し
、

若
い
人
の
間
に
入
っ
て

盛
り
上
げ
た
い

知
識
の
広
が
り
が
、

　
　
　
人
の
つ
な
が
り
を
も
広
げ
る

8
月
25
日
・
26
日
開
催

● 

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
太
極
拳
!

● 

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

● 

押
し
花
で
作
る
下
敷
き

ま
た
は
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト

● 

絵
手
紙

● 

ア
ロ
マ
と
環
境
E
C
O

● 

骨
盤
歪
み
チ
ェ
ッ
ク
と
姿
勢
、健
康
維
持

● 

あ
な
た
も
マ
ジ
シ
ャ
ン
…
?

● 

明
樹
フ
ラ
ワ
ー

● 

楽
し
く
作
ろ
う
!

プ
リ
ザ
の
フ
ラ
ワ
ー
ケ
ー
キ

● 

プ
リ
ザ
で
可
愛
い
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

● 

体
験
中
国
茶

：

感
謝
の
心

● 

大
理
石
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト

● 

ハ
ワ
イ
ア
ン
リ
ボ
ン
レ
イ

オ
ー
キ
ッ
ド
の
リ
ー
ス
作
り

● 

楽
し
く
美
し
い
蕎
麦
を
手
打
ち
し
ま
し
ょ
う

● 

君
も
ひ
け
る
よ
ウ
ク
レ
レ
!

● 

み
ん
な
で
な
ら
そ
う
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム

● 

日
本
舞
踊

● 

初
め
て
の
俳
句

● 

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座

● 

和
と
じ
本
つ
く
り

● 

と
び
だ
す
カ
ー
ド
を
作
ろ
う

● 

新
聞
紙
で
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り

● 

折
り
紙
で
和
服
姿
の
壁
紙
作
り

● 

か
わ
い
い
ハ
ガ
キ
に
リ
サ
イ
ク
ル

9
月
4
日
開
催

● 

だ
れ
に
も
無
理
な
く
出
来
る

ヒ
ー
リ
ン
グ
ヨ
ガ

● 

や
さ
し
い
太
極
拳

● 

み
ん
な
で
楽
し
く
、ら
く
ら
く
3
B
体
操

● 

骨
盤
の
歪
み
チ
ェ
ッ
ク
と
体
操
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ま
ち
じ
ゅ
う
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に

キャンパス
おだわら

学習講座
市民・企業・教育機関・

行政などが開設

学習情報
情報誌などによる
効率的な情報提供

学習相談
講座情報などの

集約による学習支援

人材バンク
新しい登録制により

市民の力を活用

● 

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ト
レ
ッ
チ
と
歌

● 

カ
ラ
オ
ケ
練
習
会

● 

足
心
道（
足
ツ
ボ
健
康
法
）

● 

あ
な
た
に
も
で
き
る
不
思
議
な
マ
ジ
ッ
ク

● 

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
太
極
拳

10
月
～
3
月
開
催（
連
続
講
座
）

● 

山
歩
き
の
楽
し
さ

～
基
礎
知
識
と
体
験
歩
き
～

● 

吹
き
矢
を
楽
し
も
う

● 

明
樹
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

● 

お
し
ゃ
れ
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

● 

初
め
て
の
中
国
茶

● 

ひ
と
り
で
早
く
き
れ
い
に

着
て
み
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か

● 

し
ゅ
ん
こ
う
の
和
紙
ち
ぎ
り
絵

● 

楽
し
い
油
絵

● 

籐
で
作
る
小
物

● 

か
な
書
道

● 

書
道

● 

骨
盤
の
歪
み
チ
ェ
ッ
ク
と
姿
勢
、
健
康
維
持

● 

日
本
舞
踊

● 

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座

● 

ス
ケ
ッ
チ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク

● 

ハ
ワ
イ
ア
ン  

リ
ボ
ン
レ
イ

● 

蕎
麦
の
物
知
り
に
な
る
講
座

● 

は
じ
め
て
み
よ
う
楽
し
い
ウ
ク
レ
レ

● 

第
九「
歓
喜
の
歌
」・「
ハ
レ
ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス
」

を
う
た
う

● 

歌
っ
て
元
気
!
プ
ロ
が
教
え
る
呼
吸
法
と

音
声
の
基
礎
講
座

● 

初
心
者
の
為
の
詩
吟
教
室

● 

楽
し
い
大
正
琴

● 

古
代
小
田
原
の
文
化
と
歴
史

● 

楽
し
い
エ
ッ
セ
ー
の
書
き
方

　
「
キ
ャ
ン
パ
ス
お
だ
わ
ら
」
で
は
、
学

習
講
座
を
は
じ
め
、
学
習
情
報
の
提
供
や

学
習
相
談
、
人
材
バ
ン
ク
登
録
も
行
い
、

市
全
体
が
総
合
的
な
生
涯
学
習
の
場
と
な

る
よ
う
目
指
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
一
部
の
講
座
に
あ
っ
た
年
齢
制

限
や
居
住
制
限
を
な
く
す
と
と
も
に
、休
日

や
夜
間
に
も
講
座
を
設
け
る
な
ど
、誰
も
が
、

い
つ
で
も
受
講
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
の
皆
さ
ん
が
提
案
し
た
講

座
を
開
催
で
き
る
仕
組
み
を
確
立
し
ま
す
。

　
何
か
を
学
び
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
お
だ
わ
ら
情
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。講
座
を
ジ
ャ
ン

ル
ご
と
に
掲
載
す
る
な
ど
、受
け
た
い
講
座

が
す
ぐ
に
見
つ
か
る
よ
う
、分
か
り
や
す
く
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
学
習
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

学
習
相
談
の
窓
口
で
は
、ご
希
望
の
講

座
を
相
談
員
と
一
緒
に
探
す
こ
と
も
で
き

ま
す
。
話
し
て
い
る
う
ち
に
、学
ぶ
だ
け

で
は
な
く
、何
か
を
や
っ
て
み
た
い
と
い

う
意
欲
が
湧
い
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
の
学
ぶ
喜
び
、教
え
る
楽
し
さ
、そ

れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
生
き
が
い
…
こ
の
よ
う

な
環
境
を
、市
民
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ

て
作
り
上
げ
運
営
し
て
い
る
姿
が
、「
キ
ャ
ン

パ
ス
お
だ
わ
ら
」の
将
来
像
で
す
。
子
ど
も

か
ら
高
齢
の
か
た
ま
で
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
お

だ
わ
ら
」に
参
加
す
る
こ
と
で
、さ
ら
な
る

生
涯
学
習
の
推
進
が
実
現
し
て
い
き
ま
す
。
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　「学びたい」という動機は、年齢・立場・職業によらず、誰
にでもいつでもあるものです。多くの人々にとって、その時々
に応じた学びがさまざまな選択肢の中から可能であるまちは、
本当に豊かなまちだといえるでしょう。市民が活力と創意工夫
の意欲にあふれ、創造力に満ち、絶えず生成を繰り返しなが
ら伝統を更新している、そんな小田原を創

つく

っていくには、市
民の皆さんの「学びたい」気持ちに応

こた

えうる場や機会をどれ
だけ持っているかが、たいへん重要だと思っています。そして、
幸いなことに、小田原というまちは、そのポテンシャルが極め
て高いまちなのです。
　歴史の厚み、多彩な文化活動の存在、自然環境面におけ
るフィールドの多様さ、都会から近いことによる人的交流の
容易さ、さまざまな市民活動の広がり…。これら、そもそも
備えている要素からして、小田原は他地域と比べて大きな優
位性を持っています。そこに加え最近では、市民主体のさま
ざまなまちづくりの取り組みが全国的に注目されたり、持続
可能な地域社会づくりのモデル地域に目されたりと、小田原
での各種の取り組みそのものが学びの対象にもなりつつあり
ます。
　私は、時 「々あ～、あの時もっと勉強しておけばよかった」と、
学生時代や社会人時代の初期のことを思い返すことがありま
す。中学や高校での学びは、社会に出てそれなりに役に立つ
ための基礎的な素養を身に付けることが目的であり、大学で
も、自分の人生がどうなるか分からない段階であって、その
時の興味や了見でしか選択をしないものです。それに対し、
社会に出てから「学びたい」と思うのは、社会の中で生きてい
く現実を十分に味わったうえで、自分の置かれた立場や状況
の中、自分の力をより発揮し、自己実現を果たしていくための
ものですから、よりリアルな、具体的な欲求としてわき上がる
ものです。
　私たちの人生を豊かに彩る、暮らし・仕事・文化などのさま
ざまなフィールドと、素晴らしい経験を蓄えた人材や活動が、
豊富に存在する小田原。この度、これまで小田原にあった 
複数の生涯学習の場を統合する形で「キャンパスおだわら」が 
スタートします。市民の皆さんが力を合わせて創り出す、小田
原ならではの学びの場を、大きく、そして深く、育てていただ
きたい。そして、あまねく開かれた学びのまちへと、仕立てて 
いただきたいと思います。

開かれた学びのまちへ

● 

自
分
を
知
っ
て
つ
き
合
い
上
手
に

● 

イ
タ
リ
ア
語
入
門
講
座

● 

や
さ
し
い
ス
ペ
イ
ン
語

● 

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

● 

パ
ソ
コ
ン
と
友
達
に
!

● 

身
体
障
が
い
者
・
高
齢
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座

● 

酒
匂
川
み
て
あ
る
き

　

講
座
の
日
程
や
申
し
込
み
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
お
だ
わ
ら
情

報
誌
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

7
月
3
日（
日
）開
催
の
キ
ャ
ン
パ
ス

お
だ
わ
ら
開
設
イ
ベ
ン
ト
で
、「
キ
ャ

ン
パ
ス
お
だ
わ
ら
情
報
誌
」
創
刊
号
を

発
行
し
ま
す
。
事
業
の
概
要
や
、
学
習

講
座
の
情
報
、
関
係
団
体
か
ら
の
コ
メ

ン
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
!
特
集
と
し

て
、
市
内
大
学
の
取
材
日
記
も
掲
載
し

ま
す
。

　

年
4
回
程
度
発
行
の
情
報
誌
は
、
市

内
公
共
施
設
な
ど
で
入
手
で
き
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
お
だ
わ
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
7
月
3
日
に
開
設
!
情
報
誌
と
併

せ
て
、
皆
さ
ん
の
学
び
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.cam

pusodaw
ara.jp

講
座
な
ど
の
詳
細
は
情
報
誌
で
！

問  

キ
ャ
ン
パ
ス
お
だ
わ
ら
事
務
局  

☎
33-

1
8
9
0
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電
力
が
不
足
す
る
と
…

　
電
力
が
不
足
す
る
と
、
大
規
模
停
電
が
起
き
、

社
会
全
体
が
混
乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。
大
規
模

停
電
や
計
画
停
電
の
実
施
を
避
け
る
た
め
、
節

電
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

エ
ア
コ
ン
の
使
い
方
が
ポ
イ
ン
ト

　
夏
の
節
電
は
、
ピ
ー
ク
時
に
お
け
る
電
力
消

費
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
エ
ア
コ
ン
の
使

い
方
が
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
の
上
手
な
使
い
方

● 

室
内
の
温
度
は
28
度
に

● 

2
週
間
に
1
度
は
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
掃
除
を

● 

風
向
き
を
水
平
に
調
整

● 

室
外
機
の
周
り
に
物
を
置
か
な
い

● 

扇
風
機
を
利
用
し
て
空
気
を
循
環
さ
せ
る

● 

使
わ
な
い
と
き
は
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く

　

エ
ア
コ
ン
の
他
に
も
使
わ
な
い
機
器
の
コ

ン
セ
ン
ト
を
抜
き
、
テ
レ
ビ
の
主
電
源
を
切
る

な
ど
、
小
さ
な
取
り
組
み
を
毎
日
積
み
重
ね
、

大
き
な
節
電
の
効
果
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

節電15%!
みんなでやろう!

東日本大震災に伴う、福島第一原子力発電所などの被災により、
夏本番を迎えるこれからのシーズンは電力不足が懸念されます。
国は、この夏の節電目標を昨年比15%としています。
一人一人ができる限り節電に努めましょう。

節電率 節電電力 チェック

テレビ

エアコン

温水洗浄便座

冷蔵庫

ジャー炊飯器

照明

待機電力

2 %

1 %未満

2 %

10 %

50 %

2 %

5 %

10 %

2 %

25 w

5 w

25 w

120 w

600 w

25 w

60 w

130 w

25 w

節電メニュー

省エネモードに設定するとともに画面の輝度を下げ、必要な時以外は消しましょう。
*標→省エネモードに設定し、使用時間を2/3に減らした場合

室温 28度を心掛けましょう

“ すだれ”や“よしず ”などで窓からの日ざしを和らげましょう
（エアコンの節電になります）

無理のない範囲で扇風機を使いましょう。
*除湿運転やエアコンの頻繁なオンオフは使用電力が増加するので注意しましょう。

便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能があれば、利用しましょう。
*上記の機能がなければコンセントを抜いておきましょう。

冷蔵庫の設定を「強 」から「中」に変え、扉を開ける時間をできるだけ減らし、 
食品を詰め込まないようにしましょう。

タイマー機能で1日分まとめて炊いて、冷蔵庫に保存しましょう。

日中は照明を消して、夜間も照明をできるだけ減らしましょう。

リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切りましょう。
長時間使わない機器はコンセントを抜いておきましょう。

あなたの家の節電対策をチェックしよう!!

*資源エネルギー庁「家庭の節電対策メニュー」を参考に作成しました。
*節電効果の記載値は、在宅世帯の日中の平均的消費電力（14時 : 約1,200W）に対する削減率と削減消費電力の目安です

（資源エネルギー庁推計）。また、削減率は全て小数点以下を切り捨てています。

○ エアコンの控え過ぎによる熱中症などに気をつけて、無理のない範囲で節電しましょう。

問  環境政策課  ☎ 33-1473

平日午前9時〜午後8時

夏の日中（午後 2 時頃 ）の消費電力
※資源エネルギー庁 HPより抜粋

エアコン
53.0 %

その他
9.9%

冷蔵庫
23.0%

テレビ 5.0%
照明 5.0%
温水洗浄便座 0.8%
パソコン 0.3%
待機電源 4.0%

7/1〜9/22
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市の取り組みにご理解とご協力を
　市の施設でも15%の節電を行います。照明を間引
きし、冷房の設定温度を上げるほか、一部施設の利
用制限を行います（詳しくは各施設にお問い合わせ
ください）。
　皆様のご協力をお願いします。
●  本庁舎
エレベーターの運転台数削減、照明の一部消灯、
冷房温度を高めに設定。
●  スポーツ施設
一部利用制限や冷房温度を高めに設定。
●  競輪場
開催中、照明・テレビモニター・空調などを一部停止。
●  市民会館
エレベーターの運転台数削減。照明の一部消灯

（舞台照明を含む）。冷房温度を高めに設定。
■  ごみの減量にご協力ください。
ごみの焼却処理には多くの電力を必要とします。食
べ残しを減らす、生ごみ堆肥化に取り組むなど、ご
みの減量にご協力ください。
■  汚水・排水の減量にご協力ください。
下水道施設では、汚水を処理するために多くの電力
を使っています。

他
に
も
こ
ん
な
対
策
が
あ
り
ま
す

● 

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
取
り
組
む

　
ゴ
ー
ヤ
や
朝
顔
、
ヘ
チ
マ
な
ど
つ
る
性
植
物

で
窓
の
外
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
作
る
と

日
ざ
し
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
見
た
目
に
も
涼

し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

● 
朝
夕
の
涼
し
い
時
間
に
、
打
ち
水
を

　

雨
水
や
ふ
ろ
の
残
り
湯
な
ど
で
家
の
周
り

や
ベ
ラ
ン
ダ
、
壁
な
ど
に
打
ち
水
を
し
ま
し
ょ

う
。
ひ
ん
や
り
、
さ
わ
や
か
な
風
が
通
り
ま
す
。

● 

白
熱
電
球
を
電
球
形
蛍
光
ラ
ン
プ
や

L
E
D
電
球
に

　
白
熱
電
球
を
電
球
形
蛍
光
ラ
ン
プ（
12
ワ
ッ

ト
）に
交
換
す
る
こ
と
で
約
5
分
の
1
、
L
E
D

電
球（
8
ワ
ッ
ト
）な
ら
約
7
分
の
1
程
度
に

節
電
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

冷
蔵
庫
内
に
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
を
取
り
付
け
る

● 

お
湯
は
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
沸
か
し
、

ポ
ッ
ト
の
電
源
は
切
る

● 

洗
濯
機
は
容
量
の
8
割
程
度
を

目
安
に
ま
と
め
て
洗
う

● 

紙
パ
ッ
ク
式
の
掃
除
機
は
、

こ
ま
め
に
パ
ッ
ク
を
交
換
す
る

● 

食
器
は
ま
と
め
て
洗
う

● 

シ
ャ
ワ
ー
時
間
を
短
縮
し
、
節
水
す
る

省エネ対策に取り組んで

一ノ瀬 秀男さん

　月々の電気料金のお知ら
せが届くと、「使いすぎたか
な 」と反省 するも、その場
限りで終わっていたので、 節電の「習慣化 」に取り
組んでみようと思いました。
　電気使用量が一目で分かる省エネナビ（市役所貸
与）は、設定した目標値を超えると、赤いランプで
教えてくれます。毎日目にするテレビの横に置くこと
で不要な電気の消し忘れはないか、気にするように
なりました。パソコンは、使わないときはコンセント
から抜き、テレビも長時間見ないときは、主電源か
ら消すようにしました。
　省エネナビは、一日の電力消費の推移を数字
で知ることができ、ワットアワーメーターも併用す
ることで、具体的に節電に取り組むことができま
した。大震災による計画停電を体験し、家庭でも
今まで以上の節電が求められる今、ぜひ電気使用
量の「見える化 」を体験してみてはいかがでしょ
うか。

家庭で使用する主な電気製品の
定格消費電力

家庭には1,000 Ｗを上回る電気製品が
たくさんあります。
消費電力の大きい電気製品は、平日の
午前９時から午後８時の間は使用を控
えましょう。

※資源エネルギー庁のデータをもとに作成

※このグラフは定格消費電力の一例であり、実際の消 
費電力は、製品の種類、使用方法などにより異なります。

ＩＨクッキングヒーター（3 口 )
電子レンジ

アイロン
ジャー炊飯器

浴室乾燥機
ホットプレート

洗濯乾燥機（乾燥 ）
オーブントースター

ドライヤー
掃除機

食器洗い乾燥機
電気ポット（沸騰式 ）

洗濯機
温水洗浄便座（瞬間式）使用時
温水洗浄便座（貯湯式 ）使用時

冷蔵庫
エアコン

 0 500 1,000 1,500 5,800（W ）
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川下対策 木材利用
促進対策

　
日
本
の
森
林
で
は
、
戦
中
・
戦
後

ま
で
薪ま

き

や
炭
と
し
て
利
用
す
る
た
め

の
乱
伐
な
ど
に
よ
り
、
至
る
と
こ
ろ

で
樹
木
が
減
少
し
、
雨
が
降
る
と
山

崩
れ
な
ど
の
災
害
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
高
度
成
長
に
お

け
る
木
材
需
要
の
増
加
に
伴
い
、
森

林
の
造
成
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
、

現
在
、
各
地
の
山
々
は
数
百
年
ぶ
り

に
豊
か
な
森
林
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

小
田
原
の
森
林
は

荒
廃
し
て
い
る
!?

　

と
こ
ろ
が
今
ま
た
、「
森
林
は
荒

廃
し
て
い
る
」と
い
わ
れ
ま
す
。
古

く
か
ら
、
人
の
手
が
加
わ
ら
ず
、
自

立
的
に
成
立
し
て
い
る
天
然
林
を
除

き
、
木
材
利
用
の
た
め
に
人
工
的
に

植
え
ら
れ
た
杉
や
ひ
の
き
の
森
林
で

森
林
・
林
業
の
再
生
と

地
場
産
木
材
の
活
用

小
田
原
の
美
し
い
山
々
。
豊
か
な
森
林
は
清
涼
な
空
気
と
水
を
生
み
出
し
ま
す
。

先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
自
然
の
恵
み
で
あ
る
森
林
。

し
か
し
今
、小
田
原
の
森
林
は
危
機
的
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
の
で
す
。

問  

農
政
課  

☎
33-

1
4
9
1

は
、
除じ

ょ

伐ば
つ

・
枝
打
ち
、
そ
し
て
あ
る

程
度
木
を
間
引
く
「
間
伐
」な
ど
の

整
備
が
必
要
で
す
。
市
内
の
森
林
約

4,
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、

約
7
割
が
こ
れ
に
相
当
し
ま
す
。

　

管
理
や
整
備
が
行
き
届
か
ず
に
、

雑
草
や
雑
木
で
生
育
が
阻
害
さ
れ
て

い
る
森
林
や
、
細
長
い
木
が
密
生
し
、

林
内
も
暗
く
う
っ
そ
う
と
し
て
い
る

森
林
は
市
内
に
も
あ
り
ま
す
。

　
森
林
整
備
に
よ
り
木
や
根
の
成
長

を
促
し
、
林
内
に
光
を
入
れ
下
草
を

繁
茂
さ
せ
、
土
壌
を
保
護
す
れ
ば
、

豪
雨
に
よ
る
土
壌
浸
食
な
ど
を
防
止

で
き
ま
す
。
森
林
が
土
壌
を
保
ち
、

山
崩
れ
を
防
止
で
き
れ
ば
、
地
下
水

を
蓄
え
る
働
き
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
年
約
50
〜
60
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
森
林
整
備
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
整
備
は
遅
れ
て
い
る
の
が

実
情
で
、そ
れ
は
全
国
的
に
も
同
じ
こ

と
が
い
え
ま
す
。
安
価
な
外
国
産
木

材
の
輸
入
や
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
・

担
い
手
不
足
が
、
林
業
や
木
材
産
業

を
低
迷
さ
せ
、
森
林
整
備
が
進
ま
な

い
一
因
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

森
林
を
守
り
、育
て
、

木
を
使
う
仕
組
み
づ
く
り
を
!!

　
森
林
整
備
を
進
め
健
全
化
さ
せ
る

こ
と
は
、
森
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
森
林
整
備

で
発
生
し
た
木
材
を
、
有
効
活
用
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
木
を
使
う
こ

と
で
林
業
が
活
性
化
し
、
こ
れ
が
森

林
整
備
の
た
め
の
原
動
力
と
な
る
か

ら
で
す
。

　
し
か
し
、
市
内
で
実
施
さ
れ
る
森

林
整
備
で
発
生
す
る
木
材
は
、
建
築

森林・林業・木材産業再生に向けた取り組みの全体像

川上対策

小田原市による
条件整備・総合調整・支援

● 2 市 8 町との連携
　　　 ● 民間力活性化

間伐・造林の推進

針広混交林の整備

流通の確保

施行後

森林整備

早川小学校

森林・農業土木構造物への
木材利用の推進

地球温暖化防止にも資する
「木質エネルギー」の活用

地場産木材を活用した
モデル事業実施学校・公民館等への

木材利用の推進

機能低下森林の健全化

魚つき林の整備・保全

里地・里山保全

水源林の整備・保全

木材加工処理の拠点整備

※ 鳥取県 HPより

木材加工処理施設
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携
・
協
力
し
、
木
材
の
良
さ
や
利
用

の
意
義
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
協
議

会
で
は
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら

取
り
組
も
う
と
、
木
端
を
用
い
た
木

工
教
室
な
ど
の「
木
育
」へ
の
支
援
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
協
議
会
は
、
小
田
原
蒲
鉾
協
同
組

合
と
連
携
し
た
「
か
ま
ぼ
こ
板
」
の

試
験
的
製
作
の
ほ
か
、
地
場
産
木
材

を
活
用
し
た
石
垣
山
一
夜
城
歴
史
公

園
周
辺
の
整
備
、
木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
技
術
的
検
証
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
、
受
け
継

が
れ
て
き
た
森
林
を
、
次
世
代
へ

し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
く
に
は
、

森
づ
く
り
や
木
の
有
効
利
用
な
ど
を

通
じ
て
、
木
の
ぬ
く
も
り
や
森
の
大

切
さ
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
、

森
と
の『
き
ず
な
』を
回
復
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

森
林
は
木
材
を
供
給
す
る
だ

け
で
な
く
、地
下
水
を
蓄
え
た
り
、

山
崩
れ
を
防
止
す
る
機
能
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、針
葉
樹
と
広

葉
樹
と
の
混
交
林
、渓
流
周
辺
の

森
林（
渓
畔
林
）な
ど
多
種
多
様

な
森
林
は
、生
物
多
様
性
の
保
全
、

川
や
海
へ
の
栄
養
分
の
供
給
な

ど
、山
か
ら
海
に
つ
な
が
る
地
域

全
体
の
生
態
系
・
環
境
を
保
全

す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

森
林
の
整
備
・
保
全
は
、二
酸

化
炭
素
の
吸
収
源
と
し
て
の
森

林
の
蓄
積
を
高
め
、地
球
温
暖
化

防
止
に
貢
献
し
ま
す
。
家
具
や
建

物
な
ど
に
木
を
使
う
こ
と
も
ま

た
、
地
球
上
に
炭
素
を
と
ど
め
、

同
様
の
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
憩
い
の
場
の
提

供
、
防
風
・
防
潮
、水
源
林
、魚う

お

つ
き
林
と
し
て
の
働
き
も
あ
り
、

経
済
部  

管
理
監
（
林
業
振
興
担
当
）

技
術
士
（
森
林
部
門
）・
地
す
べ
り
防
止
工
事
士

永
井 

壯た
け

茂も

高
い
専
門
性
を
生
か
し
、
林
業
・
林
産
業
を
盛
り
立
て
て 

い
く
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
導
入
し
た
専
門
職
「
管
理
監
」

と
し
て
林
野
庁
か
ら
小
田
原
市
へ
派
遣
。

材
や
合
板
資
材
と
し
て
市
内
外
へ
流

通
す
る
も
の
を
除
き
、
多
く
が
林
地

内
へ
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
切
り
出
さ
れ
た
木
を
地
域

で
有
効
的
に
使
い
、
そ
し
て
ま
た
、

森
林
を
造
成
、
整
備
す
る
と
い
う
一

連
の
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

小
田
原
の
森
林
と

林
業
を
再
生
す
る

　
6
月
、市
で
は
、「
お
だ
わ
ら
森
林・

林
業
・
木
材
産
業
再
生
協
議
会
」（
以

下
、
協
議
会
）
を
設
立
。
こ
れ
は
、

県
西
地
域
に
お
い
て
低
迷
し
て
い
る

林
業
や
木
材
産
業
を
活
性
化
さ
せ
、

前
述
の
サ
イ
ク
ル
を
作
る
議
論
の
場

で
す
。

　
県
西
地
域
は
豊
か
な
自
然
に
加
え

て
、
歴
史
・
文
化
も
あ
ふ
れ
る
魅
力

的
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
恵
み

こ
う
し
た
多
岐
に
わ
た
る
森
林

の
機
能
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
に
、

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

3
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東
日

本
大
震
災
」。
復
興
に
向
け
、
日

本
が
全
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
の
時
に
、
戦
後

の
復
興
期
に
造
成
さ
れ
国
土
の

良
好
な
環
境
を
作
っ
て
き
た
森

林
の
歴
史
や
役
割
を
振
り
返
る

こ
と
は
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
被
災
地
で
は
、

住
居
の
建
築
な
ど
に
多
く
の
木

材
が
必
要
と
な
る
だ
け
で
は
な

く
、支
援
の
た
め
の
全
国
的
な
活

力
が
必
要
で
あ
り
、
い
わ
ば「
き

ず
な
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
田
原
の
森
林
・
林
業
再
生
に

向
け
た
「
き
ず
な
」や「
思
い
」が
、

日
本
の
山
々
、
大
地
を
育
み
、全

国
的
な
震
災
復
興
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

を
最
大
限
に
生
か
し
、
地
域
に
根
ざ

し
た
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
再

生
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
里
山
の
保
全
も
含
め
た
森
林
整
備

（
川
上
対
策
）、
木
材
を
加
工
す
る
製

材
工
場
や
貯
木
場
な
ど
の
整
備
に
よ

る
流
通
確
保（
川
下
対
策
）、
公
共

施
設
へ
の
小
田
原
産
木
材
の
利
用
や

木
工
製
品
の
開
発（
木
材
利
用
保
進

対
策
）な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

森
と
の「
き
ず
な
」を
深
め
る

　
「
木も

く

育い
く

」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。
市
民
や
子
ど
も

た
ち
が
木
と
触
れ
合
い
、
木
に
学
び
、

木
と
生
き
る
取
り
組
み
で
す
。
子
ど

も
の
頃
か
ら
木
を
身
近
に
使
っ
て
い

く
こ
と
を
通
じ
て
人
と
木
や
森
と
の

関
わ
り
を
主
体
的
に
考
え
ら
れ
る
豊

か
な
心
を
育
む
た
め
、
関
係
者
が
連 地場産木材で試作したかまぼこ板

一夜城歴史公園周辺整備に使用される地場産 
木材（小田原市森林組合寄贈）

原木を板に加工しているようす（市内）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

小
田
原
の
森
林
・
林
業
の
再
生
か
ら
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そ
も
そ
も
自
治
っ
て
何
？

　
「
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
ま
ち
を
、
自
分
た

ち
の
手
で
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
」つ
ま
り「
自

治
」は
、私
た
ち
が
よ
く
聞
く「
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
ま
す
。「
ま

ち
づ
く
り
」と
一
言
で
言
っ
て
も
、
身
近
な

こ
と
か
ら
個
人
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
大
き

な
も
の
ま
で
広
い
意
味
を
持
ち
ま
す
。
自
治

基
本
条
例
で
は
、こ
の「
ま
ち
づ
く
り
」を「
市

民
が
よ
り
一
層
生
き
生
き
と
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ

る
あ
ら
ゆ
る
活
動
、
そ
し
て
事
業
」と
し
て

い
ま
す
。

平
成
21
年
5
月
の
キ
ッ
ク
オ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
以
来
、

延
べ
約
1,
2
0
0
人
の
か
た
の
意
見
を
集
約
し
て
自
治
基
本
条
例
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が
、小
田
原
の
ま
ち
を
も
っ
と
良
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、「
市
民
一
人
一
人
が
、ま
ち
を
思
い
自
ら
考
え

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と（
市
民
力
）」、

そ
し
て
、「
市
民
、議
会
、行
政
と
い
う
自
治
の
担
い
手
が
、お
互
い
に
尊
重
し
合
い
、

役
割
と
責
任
を
分
か
ち
合
い
、存
分
に
力
を
発
揮
し
て
協
力
し
合
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と（
協
働
）」が
導
き
出
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
基
本
条
例
は
、こ
の
2
つ
を
基
本
と
し
た
自
治（
市
民
自
治
）を
推
進
す
る
こ
と
を

基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

	

問  

地
域
政
策
課  

☎
33-

1
4
5
7

 ●  キックオフフォーラム（H21・5、約400人）
 ●  プレ検討委員会（4回開催、約230人）
 ●  検討委員会（28回開催）
 ●  オープンスクエア（11回開催、約400人）
 ●  各種団体との意見交換会（6回開催、約200人）

骨子案

条例（素案）

 ●  パブリックコメント（意見数132件）
 ●  無作為抽出3,000人市民アンケート

条例案

 ●  小田原市議会3月定例会による審議・修正可決※

 ●  平成 24 年1月1日施行

※3月定例会の審議において、「市民へ周知を行う 
ために施行までに十分な周知期間を取るべき」という
主旨で、施行日を平成 24 年1月1日とする修正案が
出され、可決されました。

自
治
基
本
条
例
を
読
み
解
こ
う
！

山王川・久野川一斉清掃のようす

自治基本条例フォーラム

小田原市自治基本条例
策定の経緯 「市民力」と「協働」で

進めるまちづくり
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「
自
治
会
活
動
」「
河
川
な
ど
の
清
掃
活
動 

や
通
学
路
な
ど
の
見
守
り
活
動
」「
市
の
広
報

を
読
む
こ
と
」「
ご
み
の
分
別
を
徹
底
す
る
こ

と
」な
ど
な
ど
。
も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
「
ま
ち
づ

く
り
」で
あ
り
、「
自
治
」な
の
で
す
。

何
の
た
め
の

自
治
基
本
条
例
？

　

自
治
を
行
う
に
は
「
誰
か
」
が
「
何
か
」

を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
治
基
本
条

例
で
は
、こ
の「
誰
か
」を「
自
治
の
担
い
手
」

と
表
現
。
小
田
原
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
一

人
一
人
が
自
治
の
担
い
手
で
す
。
さ
ら
に
、

小
田
原
に
暮
ら
す
人
々
と
し
て
、
通
勤
す
る

人
、
通
学
す
る
人
、
企
業
や
団
体
、
そ
し
て
、

市
議
会
議
員
や
市
職
員
、
そ
の
す
べ
て
が
小

田
原
の
自
治
の
担
い
手
な
の
で
す
。

　
で
は
、
小
田
原
の
ま
ち
を
も
っ
と
良
く
し

て
い
く
た
め
に
、『
自
治
の
担
い
手
』は
何
を

す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
を
記
し
た
の
が
自
治
基
本
条
例
で
す
。

小
田
原
が
「
よ
り
一
層
生
き
生
き
と
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
」と
な
る
た
め

に
、「
自
治
の
担
い
手
」は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
。
自
治
基
本
条
例
は
そ
の
指
針
と
な
る

も
の
で
す
。

よ
り
良
い
小
田
原
に

変
わ
っ
て
い
く
た
め
に
は
？

　
た
と
え
ば
、
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
条

例
で
は
、
ポ
イ
捨
て
と
い
う
具
体
的
な
行
為

が
禁
止
事
項
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
自
治
基
本
条
例
は
、
制
度
を
定

め
、
制
約
や
義
務
を
課
す
条
例
で
は
あ
り 

ま
せ
ん
。
自
治
の
指
針
と
し
て
、
市
民
、
議 

会
、
市
長
、
市
職
員
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

示
す
も
の
で
す
。
市
長
や
市
職
員
は
遵
守
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
規
定
と
し
て
い
ま

す
が
、
市
民
の
役
割
に
つ
い
て
は
、「
努
め

る
も
の
と
す
る
」と
い
う
努
力
規
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
自
治
基
本
条
例
で
、
何
が

変
わ
っ
て
い
く
の
か
は
、
自
治
の
担
い
手
で

あ
る
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
行
動
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

自
治
基
本
条
例
を
、
多
く
の
人
が
読
み
、

意
識
し
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
良

い
小
田
原
に
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
れ
ば
い
い
の
？

　
「
自
治
基
本
条
例
が
施
行
さ
れ
る
と
、
市
役

所
の
仕
事
を
市
民
が
や
ら
さ
れ
る
の
で
は
？
」

と
心
配
す
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
治
基
本
条
例
は「
市
民
の
力
」「
思
い
」「
能 

力
」「
情
報
」な
ど
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て

い
く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
と
い

う
考
え
方
で
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
自
治
基

本
条
例
に
よ
っ
て
、
市
民
が
よ
り
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
り
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
本
来
市

役
所
が
や
る
べ
き
こ
と
を
市
民
が
や
ら
な
く

て
は
な
ら
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
と
き
に「
自
ら
が
で
き
る
こ
と
は
、
自

ら
で
解
決
す
る
」と
い
う
意
識
を
一
人
一
人

が
持
つ
こ
と
は
大
切
な
こ
と
。
小
田
原
の
ま

ち
は
、
そ
こ
で
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
々
で
築

い
て
い
き
ま
す
。

自治基本条例解説パンフレットを
お配りしています
市の公共施設で条例の内容を解説するパ
ンフレットをお配りしています。ぜひ、手に
取ってみてください。

出前講座を実施しています
自治基本条例について市職員が解説する

『出前講座 』を実施しています。お気軽に
地域政策課へお申し込みください。

市民活動団体の交流の場（サポセン祭り）

花壇で植え付けをするフラワー
ガーデン友の会
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は
修
了
生
が
常
勤
医
と
し
て
戻
っ
て
き
て
く

れ
る
こ
と
は
、
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　
医
療
需
要
の
増
加
や
多
様
化
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、
医
師
の
確
保
は
非
常
に
重

要
な
の
で
す
。

医
師
育
成
の
柱
と
な
る

充
実
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
市
立
病
院
で
は
、
主
に
指
導
医
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る『
臨
床
研
修
管
理
委
員
会
』で
決

め
ら
れ
た
方
針
に
従
っ
て
研
修
を
行
い
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
、
各
科
部
長
な
ど
が
議
論
を

重
ね
、「
い
か
に
し
て
実
力
の
あ
る
良
い
医

師
を
育
て
る
か
」と
い
う
点
に
つ
い
て
熱
い

議
論
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
、
来
年
度
か
ら
診
療
科
を
選 

択
で
き
る
期
間
を
延
長
し
、
よ
り
自
由
な
研 

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、各
診
療
科
の
指
導
医
が
講
師
と

な
っ
て
研
修
医
向
け
の
勉
強
会
を
開
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
、12
回
も
の
勉
強
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
研
修
医
か
ら
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

よ
り
充
実
し
た
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
日
々
研
修
体
制
づ
く
り
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

市
立
病
院
で
は
、
随
時
研
修
医
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

市
立
病
院
で
働
く
研
修
医

　

診
療
に
従
事
す
る
医
師
は
、
大
学
の
医

学
部
で
6
年
間
の
教
育
を
受
け
、
医
師
国

家
試
験
に
合
格
し
た
後
、
2
年
間
の
卒
後

臨
床
研
修（
以
下
、
臨
床
研
修
）を
受
け
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

期
間
の
医
師
の
こ
と
を
「
研
修
医
」と
呼
び

ま
す
。

　
市
立
病
院
は
、
平
成
15
年
10
月
に
厚
生
労

働
省
か
ら
臨
床
研
修
病
院
と
し
て
指
定
を
受

け
、
平
成
16
年
4
月
に
研
修
医
1
人
を
初
め

て
採
用
し
ま
し
た
。

　
以
来
、
指
導
体
制
の
充
実
、
良
好
な
勤
務

環
境
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で
順

調
に
研
修
医
数
が
増
え
、
今
年
3
月
に
は
、

12
人
の
研
修
医
が
臨
床
研
修
を
修
了
し
ま 

し
た
。

研
修
医
の
期
間
を
終
え
た
医
師
が

市
立
病
院
の
常
勤
医
に

　
臨
床
研
修
を
修
了
後
、
研
修
を
行
っ
た
病

院
に
戻
っ
て
く
る
医
師
も
い
ま
す
。
市
立
病

院
で
も
こ
こ
数
年
、
常
勤
医
と
し
て
採
用
さ

れ
る
医
師
の
中
に
は
、
市
立
病
院
で
の
臨
床

研
修
修
了
生
が
い
ま
す
。
医
師
不
足
の
た
め

内
科
系
な
ど
一
部
の
診
療
科
で
、
診
療
の
制

限
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
市
立
病
院
に
と
っ
て

問  

市
立
病
院  

経
営
管
理
課  

☎
34-

3
1
7
5

研修医向けの勉強会

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ「
い
ざ
と
い
う
と
き
に
」

の
小
田
原
市
立
病
院
→
臨
床
研
修
を

ク
リ
ッ
ク

未
来
を
担
う
医
師
を
育
て
る

いのちを
大切にする
小田原

市
立
病
院
で
は
、実
力
あ
る
医
師
の
育
成
を
目
指
し
て
、

主
に
指
導
医
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
臨
床
研
修
管
理
委
員
会
を
設
け
、

工
夫
さ
れ
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
研
修
医
へ
の
き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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—— 当院の研修医に
なったきっかけは何ですか?

私はもともと鎌倉の出身なのですが、医学生だっ
た時に研修医として働く病院を探していたところ、
小田原市立病院の臨床研修の話を聞き、興味を
持ちました。実際に循環器内科の見学をしてみ
たところ、先生方が非常に熱心かつ丁寧に指導
されている姿を目にし、市立病院で研修医とし
て働こうと決めました。

—— とても良い印象をお持ちになって市立病院
に決められたとのことですが、実際はいかがで
したか。

指導体制がしっかりとしていて、不安なく研修医
として働くことができました。勤める前に好感を
持った丁寧な指導は、その後も変わりませんで
した。

—— 当院での臨床研修期間を終え、市立病院
の常勤医となった経緯を聞かせてください。

市立病院での臨床研修を修了し、千葉大学の
医局に入局し、就職先の病院を選ぶ際に教授と
相談して決めました。研修医時代に呼吸器内科
へ進むことを決めていましたが、丁寧にご指導
くださった呼吸器内科の先生の人柄に魅力を感
じたことは就職先を決める上で大きなポイント
でした。

—— もともと鎌倉のご出身ということですが、 
小田原にお住まいになっての印象はいかがで
すか。

新幹線も止まるので、都会へのアクセスは良いと
感じています。神奈川でも西部に位置しているた
め、当初は不安な部分もありましたが、実際に
住んでみると交通面での不便さを感じることもあ
りません。また、伊豆や箱根に近く、温泉もあ
ることからとても良い場所にあると感じています。
都会のように雑多で、ぎすぎすした雰囲気がな
く、ストレスなく生活できるのは良いですね。

市立病院呼吸器内科  

石川 秀幸 医師

市立病院で臨床研修を修了後、
当院の常勤医となった
石川医師にお話を伺いました。

東
日
本
大
震
災
は
、各
地
で
作
り
上
げ
て
き
た
災
害
想
定
や
災

害
対
策
を
は
る
か
に
超
え
た
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
現
実
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
に
よ
る
災
害
対
策

を
越
え
、「
市
民
の
い
の
ち
を
守
る
」
と
い
う
視
点
で
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
に
横
串
を
通
し
補
完
し
な
が
ら
、い
の
ち
が
し
っ
か
り

と
守
ら
れ
、
生
存
と
生
活
が
確
保
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、「
い
の
ち
を
守
る
小
田
原
」
推
進
会
議
を
庁
内
に

設
置
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　問  

企
画
政
策
課 

☎
33-

1
2
5
3

よ
り
確
か
な

　
　
　
災
害
対
策
へ

「いのちを守る小田原」推進会議
市長をトップとし、副市長、全部局長で構成。

ここでの情報は、ホームページ、
今後の広報小田原でお知らせしていきます。

いのちを守る3つの柱

災
害
対
策
の
強
化
（
防
災
部
）

地
域
防
災
計
画
の
全
面
改
訂
、津
波
被
害
対
策
、

大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
広
域
連
携
の
検
討 

な
ど 

持
続
可
能
な
暮
ら
し
の
実
現  

（
企
画
部
・
経
済
部
・
環
境
部
）

被
災
地
・
被
災
者
支
援（
企
画
部
）  

被
災
地
へ
の
人
的
支
援
、
震
災
者
を
支
援
す
る

た
め
の
募
金
の
呼
び
か
け
、
小
・
中
学
校
間
の

交
流
事
業
な
ど

地
域
経
済
対
策
、
全
市
を
あ
げ
た
節
電
対
策
、

放
射
性
物
質
の
影
響
対
策
、
可
能
な
限
り
の 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
の
検
討
な
ど

123
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平成 22 年度の行政改革の効果額
（6,587 万 7 千円）

　

市
で
は
、
平
成
14
年
度
か
ら
行
政
改
革

大
綱「
お
だ
わ
ら
改
革
宣
言
2
0
0
2
」

に
基
づ
い
た
行
政
改
革
を
進
め
、
9
年
間

で
約
30
億
円
の
財
政
効
果
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情

勢
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
経
済
状
況
の

長
期
低
迷
な
ど
、
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
時
勢
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
大
綱
に

代
わ
る
新
た
な
行
政
改
革
に
関
す
る
指
針
と

し
て
「
小
田
原
市
行
政
改
革
指
針
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
指
針
に
基
づ
き
、
各
部
署
で

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
個
別
の

取
り
組
み
内
容
を
「
行
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
」と
し
て
と
り
ま
と
め
て
公
表
す
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い

な
が
ら
効
果
的
な
事
業
展
開
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
取
り
組
み
の
概
要

　
既
存
の
改
革
項
目
以
外
の
視
点
も
取
り
入

れ
、
新
た
に
6
つ
の
分
野
で
39
件
の
改
革
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の
を
紹
介

し
ま
す
。

行
財
政
運
営

・
新
た
な
行
政
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定

・
市
有
施
設
の
管
理
運
営
方
針
の
策
定

職
員
定
数
・
人
事
給
与
制
度

・
職
員
数
の
適
正
化

・
職
責
に
応
じ
た
職
制
の
改
革

歳
出
抑
制

・
焼
却
炉
運
転
操
作
業
務
の
委
託
化

・
各
種
補
助
金
の
見
直
し

歳
入
確
保

・
市
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
導
入

・
市
営
住
宅
入
居
者
用
駐
車
場
の
整
備

電
子
自
治
体
化
の
推
進

・
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
新
・
拡
張

・
小
中
学
校
の
I
T
設
備
の
充
実

他
会
計
等
改
革

（
特
別
会
計
、公
営
企
業
会
計
等
）

・
競
輪
場
施
設
を
一
般
開
放
し
、
施
設
を
有

効
活
用（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
な
ど
）

・
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
（
高
度
で
緊
急
を
要

す
る
医
療
を
行
う
た
め
の
病
室
）を
市
立
病

院
に
設
置

行
政
改
革
の
取
り
組
み

問  

行
政
管
理
課  

☎
33-

1
3
0
5

平
成
22
年
度
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み
結
果
と
、

平
成
23
年
度
以
降
の
新
た
な
行
政
改
革
の

方
針
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳出削減額
・焼却炉運転操作業務の委託化
・青少年体験学習事業の見直し
・各種補助事業の見直し など

6,436 万 5 千円

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
加
え
、
各
部
署

で
自
主
的
な
業
務
改
善
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
田
原
市
行
財
政
改
革
検
討
委

員
会
か
ら
の
提
言
を
受
け
た
改
善
・
改
革
、

平
成
21
年
度
に
実
施
し
た
事
業
仕
分
け
対

象
事
業
の
継
続
的
な
見
直
し
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。

歳入増加額
・市営住宅入居者用

　 駐車場の整備 など

151万 2 千円



平
成
23
年
度
以
降
に
実
施
す
る

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
方
針

　

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
総
合
計
画

「
お
だ
わ
ら
T
R
Y
プ
ラ
ン
」で
は「
市
民
の

力
で
未
来
を
拓ひ

ら

く
希
望
の
ま
ち
」の
実
現
に

向
け
て
、
基
本
計
画
の
施
策
に「
行
財
政
改

革
の
推
進
」を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
行
財
政
改
革
は
「
小
田
原
市
行
政

改
革
指
針
」に
基
づ
き
、
次
の
3
つ
の
視
点

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　全職員が気持ちを一つにして不祥事根絶に向けて取り組
みます。市長を委員長、部局長を委員とした「小田原市職員
コンプライアンス推進委員会」を立ち上げ、全庁的に進めて
いきます。次のとおり定めたコンプライアンス推進のための
基本方針と具体的行動項目「小田原市職員コンプライアンス
推進計画」に基づき、職員全員が強い決意で臨みます。

1 

効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
お
い
て
も
、重
要

性
や
必
要
性
の
高
い
分
野
へ
の「
選
択
と
集

中
」に
よ
る
事
業
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
の
4
つ
の
推
進
項
目
に
取
り
組
み
、
行
政

資
源
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
ま
す
。

❶ 

事
業
の
休
廃
止
、
見
直
し
、
類
似
・

重
複
事
業
の
整
理
・
統
合

❷ 

施
設
の
管
理
運
営
方
法
等
の
見
直
し 

❸ 

定
員
管
理
の
適
正
化
、
人
材
育
成
と

人
事
給
与
制
度
の
見
直
し

❹ 

職
員
の
意
識
改
革

2 

健
全
な
行
財
政
運
営
の
推
進

　

市
で
は
、
歳
入
面
で
税
収
の
伸
び
悩
み
、

歳
出
面
で
社
会
保
障
関
係
費（
扶
助
費
）の
増

加
が
進
み
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
次
の
2
つ
の
推
進
項
目
に
取
り

組
み
、
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

❶ 

歳
入
確
保
　
　
❷ 

歳
出
抑
制 

3 

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
行
財
政
運
営
の
推
進

　
社
会
環
境
の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
に
よ
り
「
公
共
」に
求
め
ら
れ
る
領
域
が

拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
次
の
2
つ
の
推
進

項
目
に
取
り
組
み
、
市
民
・
民
間
・
行
政
の

役
割
分
担
を
見
直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を

生
か
し
た
事
業
展
開
を
図
る
ほ
か
、
市
民
と

行
政
と
の
協
働
に
よ
る
行
財
政
改
革
を
進
め

る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

❶ 

市
民
や
民
間
の
力
に
よ
る

事
業
展
開
の
推
進

❷ 

市
民
と
行
政
の
情
報
共
有
と

市
民
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

信頼される市役所を目指して
職員一丸となって不祥事を根絶
問  行政管理課  ☎ 33-1305

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー「
市
政
情
報
」

を
ク
リ
ッ
ク
→「
行
政
改
革
」

小田原市職員コンプライアンス基本方針

❶ 市民の信頼と期待に応えるよう法令等の 
遵守を徹底し、職員一人ひとりが高い倫理
意識を持って行動します。

❷ 事故や不祥事の発生を未然に防止する風通
しのよい職場風土を築きます。

❸ 常に適正な業務と的確なチェックが行われ
る組織体制を確立します。

❹ 業務プロセスを可視化し、情報公開を徹底
することで行政運営の透明性を高めます。

小田原市職員コンプライアンス推進計画
❶ 職員の意識改革

倫理手帳の作成やコミュニケーションを構築する 
場づくり など

❷ 不正を許さない職場風土の構築
「風通しのよい職場づくり運動」の実施、職員面談 
の充実 など

❸ 推進体制とチェック機能の確立
業者選定調書の作成の徹底、担当業務の長期固
定化の防止 など

❹ 行政運営の透明化
契約執行状況の公開、コンプライアンスの推進 
状況等の公表 など

5 月 20日「小田原市職員コンプラ
イアンス推進委員会」の初会合
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ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
と
本
市

が
1
9
8
1
年（
昭
和
56
年
）に

姉
妹
都
市
の
提
携
を
し
て
今
年
で

30
年
に
な
り
ま
す
。
青
年
交
流
事

業
な
ど
市
民
交
流
を
盛
ん
に
行
い
、

両
市
の
相
互
理
解
と
友
好
親
善
を

深
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
の
市

制
1
0
0
周
年
に
あ
た
り
、
記
念

式
典
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
小
田
原
海
外
市
民
交
流

会
で
は
、
市
民
訪
問
団
を
結
成
し
、

チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
を
訪
れ
ま
す
。
あ

な
た
も
そ
の
一
員
と
な
っ
て
、
両
市

の
き
ず
な
を
よ
り
深
め
、
国
際
親
善

の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間

：

10
月
14
日（
金
）〜
20
日（
木
）

訪
問
先

：

チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ほ
か

対
象

：

市
内
在
住
の
か
た
、
ま
た
は

小
田
原
海
外
市
民
交
流
会
会
員

定
員

：

40
人
・
先
着
順

費
用

：

25
万
円
程
度（
燃
油
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
な
ど
の
状
況
に
よ
り
変

動
あ
り
）※
オ
プ
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
代

金
な
ど
の
費
用
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

申
込

：

8
月
10
日（
水
）ま
で
に
、
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
で
。

〒
2
5
0-

8
5
5
5  

文
化
政
策
課

詳
し
く
は
文
化
政
策
課
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

文
化
政
策
課   

☎
33-  
1
7
0
7

問

i
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年

「
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
に
行
こ
う
!
」

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー

「
暮
ら
し
の
情
報
」
を
ク

リ
ッ
ク
↓「
生
涯
学
習
／

文
化
」→「
交
流
事
業
」

最
優
秀

：

東
富
水
小
6
年
・
近
藤
周
平

優
秀

：

桜
井
小
6
年
・
梅
澤
喜き

央お

  

〃  

：

豊
川
小
5
年
・
川
野
あ
ゆ
み

● 

第
4
部（
中
学
全
学
年
）

最
優
秀

：

白
鷗
中
1
年
・
鈴
木
実
結

優
秀

：

橘
中
2
年
・
内
田
耕
平

  

〃  

：

酒
匂
中
2
年
・
小
谷
野
桃
香

● 

第
5
部（
小
中
学
校
全
学
年
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
部
門

最
優
秀

：

白
鷗
中
3
年
・
奥
出
悠
佳

「
歯
科
保
健
啓
発
標
語
」

（
小
中
学
校
全
学
年
）

特
選

：

桜
井
小
5
年
・
島
村
歩
実

  

〃  

：

白
鷗
中
3
年
・
木
内
裕
貴

入
選

：

芦
子
小
4
年
・
梅
原
大
和

  

〃  

：

東
富
水
小
6
年
・
鈴
木
隼

  

〃  

：

矢
作
小
2
年
・
中
谷
文
香

　
小
田
原
歯
科
医
師
会
、市
学
校
保

健
会
、市
教
育
委
員
会
が
、6
月
9

日
に「
よ
い
歯
の
学
校
」と「
歯
の

衛
生
に
関
す
る
図
画
ポ
ス
タ
ー
並
び

に
歯
科
保
健
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
」の
作
品
を
審
査
し
ま
し
た
。
7

月
7
日
の
表
彰
式
ま
で
の
間
、市
役

所
2
階「
市
民
ロ
ビ
ー
」で
作
品
展

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
土
日
は
除
く
）

入
賞
者
（
敬
称
略
）

「
よ
い
歯
の
学
校
」

前
羽
、
片
浦
、
矢
作
小
学
校

「
図
画
ポ
ス
タ
ー
」

● 

第
1
部（
小
学
1
・
2
年
生
）

最
優
秀

：

矢
作
小
1
年
・
入
江
百も

も

花か

優
秀

：

豊
川
小
2
年
・
今
井
智
仁

  

〃  

：

久
野
小
1
年
・
石
田
優
太

● 

第
2
部（
小
学
3
・
4
年
生
）

最
優
秀

：

国
府
津
小
3
年
・
長
山
ひ
な

優
秀

：

桜
井
小
4
年
・
配
島
将
光

  

〃  

：

町
田
小
3
年
・
谷
口
莉り

理り

● 

第
3
部（
小
学
5
・
6
年
生
）

保
健
給
食
課  

☎
33-

1
6
9
1

問

i
よ
い
歯
の
学
校
と
図
画
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
の
入
賞
者
が
決
定
!

第 1 部最優秀賞
矢作小 1 年 入江百花

　
夏
は
レ
ジ
ャ
ー
の
盛
ん
な
季
節

で
す
。夏
の
解
放
感
が
引
き
起
こ

す
無
謀
運
転
や
過
労
運
転
な
ど
に

よ
り
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。一
人
一
人
が
交
通
安
全
を
心
が

け
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

1 

過
労
運
転
・
無
謀
運
転
の
防
止

　
運
転
す
る
際
の
体
調
管
理
に
努

め
、
無
謀
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

2 

子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止

　
子
ど
も
や
高
齢
者
を
守
る
た
め
、

家
族
で
身
近
な
危
険
箇
所
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
夕
暮
れ
時

に
車
を
運
転
す
る
際
は
、
歩
行
者

な
ど
が
気
づ
き
や
す
い
よ
う
に
、

早
め
に
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
灯
し

ま
し
ょ
う
。

3 

自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

　
自
転
車
に
乗
る
と
き
も
必
ず
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
夜

間
は
前
照
灯
を
点
灯
し
、
反
射
材

を
効
果
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
安
全
課 
☎
33-

1
3
9
6

問

i
「
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て  

夏
を
楽
し
く
安
全
に
」

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
始
ま
り
ま
す
!

7
月
11
日（
月
）〜
20
日（
水
）
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毎
年
8
月
に
、
前
年
の
所
得
状

況
を
も
と
に
医
療
費
の
自
己
負
担

額
や
一
部
負
担
割
合
を
見
直
し
ま

す
。
現
在
お
持
ち
の
限
度
額
適
用

認
定
証
や
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
の
更
新
が
必
要
な
か
た
に

は
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど

　
入
院
し
た
際
に
支
払
う
自
己
負

担
額
な
ど
を
一
定
の
限
度
額
ま
で

と
す
る
も
の
で
す
。

　

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、保
険
者

証
な
ど
を
持
参
し
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
保
険
料
に
未
納
が
あ
る

世
帯
の
か
た
、
平
成
22
年
中
の
所

得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
か
た
は

認
定
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

1 

70
歳
未
満
の

国
民
健
康
保
険
の
か
た

　
現
在
、
限
度
額
適
用
認
定
証
な

ど
を
お
持
ち
の
か
た
に
は
、
7
月

中
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

2 

70
〜
74
歳
の

国
民
健
康
保
険
の
か
た

　
7
月
下
旬
に
高
齢
受
給
者
証
に
同

封
し
て
、申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

3 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
か
た

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
で
、

8
月
以
降
も
要
件
に
該
当
す
る
か

た
に
は
、
7
月
下
旬
に
新
し
い
認

定
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
認
定
証
が
必
要
な
か
た
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
1
、
2
は
市
県
民
税
が
非
課
税

の
か
た
が
対
象
で
す
。

※
3
は
世
帯
全
員
が
非
課
税
の
か

た
が
対
象
で
す
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
・
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証

　
7
月
下
旬
に
、
次
の
か
た
に
お

送
り
し
ま
す
。

1 

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

70
〜
74
歳
の
対
象
と
な
る
す
べ

て
の
か
た

2 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

8
月
か
ら
医
療
費
の
負
担
割
合

が
変
更
に
な
る
か
た

医
療
費
の
負
担
割
合
の

判
定
に
つ
い
て

　

市
県
民
税
の
課
税
所
得
額
が

1
4
5
万
円
以
上
の
た
め
3
割
負

担
と
判
定
さ
れ
た
か
た
で
、
平
成

22
年
中
の
収
入
合
計
額
が
次
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
、
申
請
い
た

だ
く
と
1
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
70
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
、
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
の
平
成
22
年
中
の
収
入
合

計
額
が

・
同
じ
世
帯
内
に
1
人
の
み

3
8
3
万
円
未
満

・
同
じ
世
帯
内
に
2
人
以
上

5
2
0
万
円
未
満

※
要
件
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ

る
か
た
に
は
、基
準
収
入
額
適
用

申
請
の
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

・
申
請
場
所  

保
険
課（
市
役
所
2

階
）、
各
支
所
・
連
絡
所
、
マ

ロ
ニ
エ
、
い
ず
み
住
民
窓
口

※
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
、
各
窓
口
コ
ー

ナ
ー
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
に
つ
い
て

☎
33- 
1
8
4
3（
高
齢
者
医
療
係
）

　
平
成
22
年
中
の
所
得
に
よ
っ
て

正
式
な
年
間
保
険
料
を
計
算
し
、

7
月
中
旬
に
保
険
料
決
定
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
保
険
料
率
は
、

所
得
割
率
が
7.
4
2
パ
ー
セ
ン

ト
、
均
等
割
額
が
3
9,
2
6
0

円
で
す
。

注
意
事
項

● 

4
月
か
ら
6
月
に
特
別
徴
収（
年

金
天
引
き
）
で
保
険
料
を
納
め
ら

れ
て
い
た
か
た
で
も
、
平
成
21
年

中
と
平
成
22
年
中
の
所
得
に
差
が

あ
り
、
保
険
料
額
が
変
わ
る
場
合

に
は
、
年
金
天
引
き
が
中
止
と
な

り
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振

替
に
よ
る
お
支
払
い
）
に
切
り
替

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

納
付
方
法
は
原
則
と
し
て
年
金
天

引
き
で
す
が
、
年
金
の
額
が
年
間

18
万
円
未
満
の
か
た
、
介
護
保
険
料

と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
合

算
し
た
額
が
年
金
の
額
の
2
分
の

1
を
超
え
て
し
ま
う
か
た
、
後
期
高

齢
者
の
被
保
険
者
に
な
っ
て
か
ら

一
定
の
期
間
が
過
ぎ
て
い
な
い
か

た
は
、
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

● 

後
期
高
齢
者
医
療
は
国
民
健
康

保
険
料
の
口
座
振
替
手
続
き
が
引

き
継
が
れ
ま
せ
ん
。
口
座
振
替
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
再
度
口
座
振

替
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
金
融
機
関
窓
口
）

● 

年
金
天
引
き
の
か
た
で
も
、
申
請

に
よ
り
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
金
融
機
関
で
の
口
座

振
替
の
手
続
き
に
加
え
て
、
保
険
課

（
市
役
所
2
階
）ま
た
は
支
所
で
納

付
方
法
の
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で

す（
変
更
に
は
3
か
月
ほ
ど
か
か
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

i
健
康
保
険
に
か
か
わ
る

年
次
更
新
の
お
知
ら
せ

保
険
課	

☎
33- 
1
4
3
5（
国
民
健
康
保
険
係
）

	

☎
33- 
1
8
4
3（
高
齢
者
医
療
係
）

問

農
政
課   

☎
33- 
1
4
9
5

水
産
海
浜
課   

☎
22- 
9
2
2
7

問

　
市
内
の
農
林
水
産
物
の
放
射
能

濃
度
は
県
が
定
期
的
に
検
査
を
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
査
で
は
、
茶
を

除
き
、
梅
、
た
ま
ね
ぎ
、
し
い
た
け
、

マ
イ
ワ
シ
な
ど
の
農
林
水
産
物
の

放
射
能
濃
度
は
、
不
検
出
ま
た
は

暫
定
規
制
値
を
大
幅
に
下
回
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
市
場
に
流
通
し
て
い
る

農
林
水
産
物
は
安
全
な
も
の
で
す

の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
県

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

i
市
内
の
農
林
水
産
物
の
放
射
能
濃
度

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー

「
地
域
経
済
・
都
市
基
盤
」

を
ク
リ
ッ
ク
→「
地
域
経

済
」の「
農
・
林
業
」

17 広報 小田原  2011.7.1



　
「
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
見
て
想
像

し
て
い
た
も
の
と
現
地
の
状
況
は
異
な
り
、
全

く
先
が
見
え
な
い
状
況
で
し
た
」

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
市
が
募
集
し
た
福

島
県
相
馬
市
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
市
川
さ
ん
。
5
月
16
日
に
小
田
原
を

出
発
、翌
日
か
ら
現
地
で
土
砂
の
か
き
出
し
、

家
屋
の
清
掃
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
指
示
を
受
け
、翌
週
の
23
日
ま
で
活
動
し
ま

し
た
。

　
「
小
学
5
年
生
の
時
に
阪
神
淡
路
大
震
災
を

経
験
し
、避
難
生
活
を
送
り
ま
し
た
。そ
の
経
験

か
ら
、連
日
報
道
さ
れ
る
今
回
の
震
災
の
被
害
を

見
て
、自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
と
、ず
っ

と
感
じ
て
い
て
、今
回
の
話
を
聞
い
て
、ぜ
ひ
自

分
の
力
を
役
立
て
た
い
」と
思
い
、応
募
。
現
地

で
活
動
し
た
こ
と
で
、被
災
者
の
か
た
の
悲
し
み

が
痛
い
ほ
ど
分
か
り
、身
内
の
よ
う
に
身
近
な
存

在
に
感
じ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
中
で
も
津
波
で

汚
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
や
写
真
を
洗
浄
し
た
と
き

に
は「
幼
い
自
分
の
子
と
被
害
を
受
け
た
子
が

重
な
り
、一
番
つ
ら
い
作
業
だ
っ
た
」そ
う
で
す
。

　

小
田
原
か
ら
同
行
し
た
仲
間
と
1
日
1
回

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、自
分
の
活
動
や
感
じ
た

こ
と
を
報
告
し
合
う
と「
皆
同
じ
よ
う
に
心
に

ぐ
っ
と
く
る
も
の
が
あ
っ
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
被
災
者
は
皆
、表
情
か
ら
は
計
り
知
れ
な

い
傷
を
心
に
負
っ
て
い
ま
す
。
復
興
す
る
ま
で

見
届
け
た
い
。
応
援
し
た
い
。
機
会
が
あ
れ
ば

も
う
1
度
行
き
た
い
」

　
被
災
地
は
、復
興
に
向
け
歩
み
を
始
め
た
ば

か
り
で
す
。

市川 昂
たか

明
あき

さん

ボランティアセンター（相馬市）

現
地
で
感
じ
ら
れ
た
心
の
傷

 

福
島
県
相
馬
市
で
活
動  

市
川
昂
明
さ
ん（
市
内
鬼
柳
在
住
）

　
5
月
に
城
山
陸
上
競
技
場
で
開
催

さ
れ
た『
第
49
回
県
高
校
総
合
体
育

大
会
兼
全
国
高
校
体
育
大
会
県
予

選
』。
山
内
さ
ん
は
や
り
投
げ
で
県

高
校
記
録
を
21
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
上

回
る
51
メ
ー
ト
ル
51
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
新
記
録
を
打
ち
た
て
ま
し
た
。

　
「
最
初
は
自
分
の
学
校
の
部
員
の
応

援
だ
け
し
か
聞
こ
え
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
5
投
目
の
と
き
に
は
会
場
全
体

が
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
分
か

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
応
援
が
記
録

を
伸
ば
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
」

　
「
始
め
て
3
か
月
間
は
、
や
り
の
持

ち
方
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
」と
い
う

ほ
ど
自
己
流
で
、
本
格
的
に
練
習
を

始
め
た
の
は
高
校
1
年
の
7
月
で
し

た
。
試
合
で
も
ほ
と
ん
ど
緊
張
し
な

い
と
い
う
持
ち
前
の
度
胸
で
、
そ
の

年
の
10
月
の
新
人
戦
で
、
高
校
1
年

生
の
全
国
記
録
を
塗
り
替
え
ま
し
た
。

　
「
練
習
は
授
業
の
あ
る
平
日
は
夕

方
3
時
間
ほ
ど
、
そ
れ
と
土
曜
の
半

日
ぐ
ら
い
で
す
。
朝
の
練
習
は
し
て

い
ま
せ
ん
」と
言
う
よ
う
に
、
無
理

を
せ
ず
、
楽
し
ん
で
「
や
り
投
げ
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
、
記
録

を
伸
ば
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
全
国
か
ら
有
望
選
手
が
集
ま
っ
た

強
化
合
宿
で
は
、
他
県
の
選
手
と
も

仲
良
く
な
り
、
友
人
か
つ
ラ
イ
バ
ル

と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
う
な
ど
、

親
交
を
深
め
た
そ
う
で
す
。
県
高
校

新
記
録
を
出
し
た
翌
日
に
も
沖
縄
の

友
人
か
ら
お
祝
い
の
電
話
を
も
ら
っ

た
の
だ
と
か
。

　
「
楽
し
く
競
技
が
で
き
れ
ば
い
い
」

と
マ
イ
ペ
ー
ス
な
彼
女
で
す
が
「
や

り
投
げ
、
円
盤
投
げ
、
砲
丸
投
げ
の

投
て
き
競
技
は
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

3
種
目
と
も
全
国
大
会
に
出
場
し
た

い
」新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
静
か

な
闘
志
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

5 月の大会での競技のようす

みなぎる可能性、描く夢、そして、奏でる未来。
このコーナーでは、若者たちの活躍する姿や
メッセージをお届けします。 みんなの応援が、私の力に!

神奈川県立城北工業高校
建設科 2年 山内	愛さん
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小
田
原
で
、
な
す
が
戦
前
か
ら
栽
培

さ
れ
、
小
田
原
な
す
と
し
て
、
高
く
評

価
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

昭
和
25
年
頃
か
ら
水
田
を
利
用
し
た
露

地
栽
培
が
盛
ん
と
な
り
、
現
在
で
も
、

多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
田
原
な
す
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
6
月
下
旬
か
ら
、
市
内

学
校
給
食
の
献
立
に
も
順
に
登
場
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
も
お
い
し
く

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
元
の
食
材
で

お
い
し
い
給
食
を
…

　

5
月
末
、
市
内
の
学
校
栄
養
士
が

参
加
し
、
研
究
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
産
物
直
売
所「
朝
ド
レ
フ
ァ
ー

ミ
♪
」
の
視
察
で
は
、な
す
が
、
き
ゅ

う
り
に
次
い
で
、
売
り
上
げ
数
が
多

い
野
菜
で
あ
る
こ
と
、
近
年
は
、
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
た
ち

も
、
地
場
産
の
野
菜
に
大
変
こ
だ

わ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
実
際
に
市
内
の
な
す
畑

を
見
学
。
直
接
生
産
者
か
ら
、
お
い

し
い
な
す
を
育
て
る
工
夫
や
、
か
つ

て
水
田
だ
っ
た
畑
が
多
い
か
ら
こ
そ
、

水
々
し
い
な
す
が
育
つ
な
ど
、
小
田

原
な
す
が
お
い
し
い
理
由
を
聞
き
、
献

立
づ
く
り
や
、
生
徒
、
児
童
へ
の
指

導
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
田
原
の
な
す
を
使
っ
た
給
食

の
推
進
は
、
県
学
校
給
食
会
や
県
環

境
農
政
局
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の
量
の
野
菜

を
必
要
と
す
る
給
食
に
は
、
安
定
し

て
新
鮮
な
農
作
物
を
提
供
し
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、
青

果
市
場
で
す
。
市
場
で
働
く
皆
さ
ん

も
、
小
田
原
な
す
の
お
い
し
さ
に
、
太

鼓
判
を
押
し
て
い
ま
す
。

おいしい小田原の味をかみしめながら、小田原の魅力を、もっと考えて 
みませんか。このコーナーでは、小田原のおいしい話題をお届けします。

3

給食にもおいしく登場 !

小田原なす

小田原中央青果
株式会社 専務取締役  

曽我 清二さん

小田原青果株式会社 
営業部 

林 大介さん

小田原のなすは、6月頃から
11月頃まで出回りますが、6月
から7月にかけての、早い時
期のなすは、皮もやわらかく、
おすすめです。

君はもう、食べたかな?
小田原なすの給食

国府津共同調理場 栄養士

北村昌子

　なすはおいしい野菜です
が、残念ながら、なすが嫌
いな子どももいます。ミートソースやカレー
など、子どもたちが好きな味で、おいしく食
べてもらえるよう、献立を工夫しています。
子どもたちには、地場産の野菜について知
りながら、おいしく食べ、郷土への愛着を
深めてほしいですね。

※小田原なすを使った給食は、6 月後半か
ら7月にかけ、各学校の給食に登場。国府
津 共同 調 理 場で 作られる国 府 津 小 学 校、
下曽我小学校、国府津中学校では、13 日

（水 ）に「なす入りミートソース」を予定して
います。

学校栄養士が小田原なすの畑を見学

小田原の青果市場は、1年中 
地場産の野菜が途切れない 
恵まれた市場です。これからは、
なす以外にも、きゅうり、とまと、
枝豆がおいしい季節です。
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昔
か
ら
、蛍
の
名
所
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、「
螢
田
」と
名
づ
け
ら
れ

た
駅
。こ
の
駅
の
あ
る
風
景
に
存
在

感
を
示
す
、昔
な
が
ら
の
い
く
つ
か

の
商
店
が
、も
う
何
年
も
こ
の
駅

に
慣
れ
親
し
ん
だ
人
の
み
な
ら
ず
、

初
め
て
訪
れ
た
人
に
さ
え
、心
温

ま
る
懐
か
し
さ
を
覚
え
さ
せ
ま
す
。

　
駅
か
ら
15
分
ほ
ど
歩
く
と
、ス

ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
小
田
原
市
民

御ご

用よ
う

達た
し

の「
小
田
原
ア
リ
ー
ナ
」

と
「
小
田
原
テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン
」

が
あ
り
ま
す
。大
会
の
あ
る
休
日

に
は
大
き
な
荷
物
を
抱
え
な
が
ら
、

仲
間
と
楽
し
そ
う
に
駅
か
ら
歩
く
、

多
く
の
学
生
た
ち
。ス
ポ
ー
ツ
に

汗
を
流
す
、そ
れ
ぞ
れ
の
青
春
が
、

こ
の
駅
を
行
き
交
い
ま
す
。

　
両
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
東
側
に
は
、

酒
匂
川
が
流
れ
、テ
ニ
ス
ガ
ー
デ

ン
と
の
間
に
、土
手
の
一
部
が
上

流
に
向
か
っ
て
開
い
た「
霞

か
す
み

堤て
い

」

が
あ
り
ま
す
。洪
水
時
に
河
川
の

水
が
流
入
す
る
よ
う
な
仕
組
み
で
、

堤
防
の
決
壊
を
防
い
だ
、先
人
の

知
恵
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
東
に
川
が
流
れ
、西
に
山
々
が
そ

び
え
る
螢
田
駅
界
隈
は
、と
こ
ろ
ど

こ
ろ
か
ら
聞
こ
え
る
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
声
が
よ
く
似
合
い
ま
す
。

ほのぼの歩く

市内には、18もの駅があります。
毎日の、特別な日の、出発の駅。
帰ってきた安らぎを感じられる駅。
あなたの駅を訪ねます。

螢
ほたる

田
だ

駅
1952年開業、1日の平均乗降者数は5,862人

3


